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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月10日(2011.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハイブリッド自動再送要求(ＨＡＲＱ)をサポートする通信システムにおけるデータを送
受信する方法であって、
　(ａ) ＨＡＲＱプロセス情報とパーシステント伝送リソース割り当て周期情報を受信す
る過程と、
　(ｂ) 前記パーシステント伝送リソース割り当て周期情報によって割り当てられた伝送
リソースを通じてデータを受信する過程と、
　(ｃ) 前記ＨＡＲＱプロセス情報と、前記パーシステント伝送リソース割り当て周期情
報と、時間情報と、を用いてＨＡＲＱプロセス識別子を計算する過程と、
(ｄ) 前記計算されたＨＡＲＱプロセス識別子に対応するＨＡＲＱプロセスに前記受信さ
れたデータを伝達する過程と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＨＡＲＱプロセス情報は、パーシステント伝送リソース割り当てのためのＨＡＲＱ
プロセスの個数を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記時間情報は、ＳＦＮ(System Frame Number）とサブフレーム番号により決定される
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＨＡＲＱプロセス識別子は、次の数式により決定され、
　　ＨＡＲＱプロセス識別子＝ｓ ｍｏｄｕｌｏ ｎ
　ここで、ｓはｔ／ｉから求められた整数であり、ｔは前記時間情報であり、ｉは前記パ
ーシステント伝送リソース割り当て周期情報であり、ｎは前記ＨＡＲＱプロセス情報であ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送が存在するか否かを確認する過程と、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送がないと、前記(b)、(c)、(d）過程を遂行する過程と、
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　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送があると、前記Ｌ１／Ｌ２制御情報によってデータを受
信し、前記Ｌ１／Ｌ２制御情報に対応するＨＡＲＱプロセスに前記受信されたデータを伝
達する過程と、
をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ハイブリッド自動再送要求(ＨＡＲＱ)をサポートする通信システムにおけるデータを送
受信する方法であって、
　ＨＡＲＱプロセス情報とパーシステント伝送リソース割り当て周期情報を送信する過程
と、
　前記パーシステント伝送リソース割り当て周期情報によって割り当てられた伝送リソー
スを通じてデータを送信する過程と、
を含み、
　ここで、前記データのＨＡＲＱプロセス識別子(identifier）は、前記ＨＡＲＱプロセ
ス情報と、前記パーシステント伝送リソース割り当て周期情報と、時間情報と、により決
定されることを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記ＨＡＲＱプロセス情報は、パーシステント伝送リソース割り当てのためのＨＡＲＱ
プロセスの個数を含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記時間情報は、ＳＦＮ(System Frame Number）とサブフレーム番号により決定される
ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＨＡＲＱプロセス識別子は、次の数式により決定され、
　　　ＨＡＲＱプロセス識別子＝ｓ ｍｏｄｕｌｏ ｎ
　ここで、ｓはｔ／ｉから求められた整数であり、ｔは前記時間情報であり、ｉは前記パ
ーシステント伝送リソース割り当て周期情報であり、ｎは前記ＨＡＲＱプロセス情報であ
ることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送が存在するか否かを確認する過程と、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送がないと、前記決定されたＨＡＲＱプロセス識別子と前
記パーシステント伝送リソース割り当て周期情報によって割り当てられた伝送リソースを
用いて前記データを伝送する過程と、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送があると、前記Ｌ１／Ｌ２制御情報によって前記ＨＡＲ
Ｑプロセス識別子を設定し、前記Ｌ１／Ｌ２制御情報を伝送する過程と、
をさらに含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　ハイブリッド自動再送要求(ＨＡＲＱ)をサポートする通信システムにおけるデータを送
受信する装置であって、
　ＨＡＲＱプロセス情報とパーシステント伝送リソース割り当て周期情報を受信し、前記
パーシステント伝送リソース割り当て周期情報によって割り当てられた伝送リソースを通
じてデータを受信する受信部と、
　ＨＡＲＱプロセス識別子(identifier)に対応する前記受信部から受信されたデータのた
めのＨＡＲＱ動作を遂行するＨＡＲＱプロセスと、
　前記ＨＡＲＱプロセス情報と、前記パーシステント伝送リソース割り当て周期情報と、
時間情報と、を用いて前記ＨＡＲＱプロセス識別子を計算する制御部と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項１２】
　前記ＨＡＲＱプロセス情報は、パーシステント伝送リソース割り当てのためのＨＡＲＱ
プロセスの個数を含むことを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
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　前記時間情報は、ＳＦＮ(System Frame Number）とサブフレーム番号により決定される
ことを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ＨＡＲＱプロセス識別子は、次の数式により決定され、
ＨＡＲＱプロセス識別子＝ｓ ｍｏｄｕｌｏ ｎ 
ここで、ｓはｔ／ｉから求められた整数であり、ｔは前記時間情報であり、ｉは前記パー
システント伝送リソース割り当て周期情報であり、ｎは前記ＨＡＲＱプロセス情報である
ことを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記制御部は、Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送が存在するか否かを確認し、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送がないと、前記制御部は前記ＨＡＲＱプロセス情報と前
記パーシステント伝送リソース割り当て周期情報と前記時間情報とを用いて前記ＨＡＲＱ
ＩＤを計算し、前記受信部は前記計算されたＨＡＲＱ ＩＤに対応するＨＡＲＱプロセス
に前記受信されたデータを伝達し、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送があると、前記制御部は前記Ｌ１／Ｌ２制御情報によっ
てデータを受信し、前記Ｌ１／Ｌ２制御情報に対応するＨＡＲＱプロセスに前記受信され
たデータを伝達することを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　ハイブリッド自動再送要求(ＨＡＲＱ)をサポートする通信システムにおけるデータを送
受信する装置であって、
　ＨＡＲＱプロセス情報と、パーシステント伝送リソース割り当て周期情報と、時間情報
と、によりＨＡＲＱプロセス識別子(identifier)を決定する制御部と、
　前記ＨＡＲＱプロセス識別子に基づいて前記データを格納するＨＡＲＱプロセスと、
　前記ＨＡＲＱプロセス情報と前記パーシステント伝送リソース割り当て周期情報を送信
し、前記パーシステント伝送リソース割り当て周期情報によって割り当てられた伝送リソ
ースを通じて前記データを送信する送信部と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項１７】
　前記ＨＡＲＱプロセス情報は、パーシステント伝送リソース割り当てのためのＨＡＲＱ
プロセスの個数を含むことを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記時間情報は、ＳＦＮ(System Frame Number）とサブフレーム番号により決定される
ことを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ＨＡＲＱプロセス識別子は、次の数式により決定され、
ＨＡＲＱプロセス識別子＝ｓ ｍｏｄｕｌｏ ｎ 
　ここで、ｓはｔ／ｉから求められた整数であり、ｔは前記時間情報であり、ｉは前記パ
ーシステント伝送リソース割り当て周期情報であり、ｎは前記ＨＡＲＱプロセス情報であ
ることを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記制御部は、Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送が存在するか否かを確認し、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送がないと、前記送信部は前記決定されたＨＡＲＱプロセ
ス識別子と前記パーシステント伝送リソース割り当て周期情報によって割り当てられた伝
送リソースを用いて前記データを伝送し、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送があると、前記制御部は前記Ｌ１／Ｌ２制御情報によっ
て前記ＨＡＲＱプロセス識別子を設定し、前記送信部は前記Ｌ１／Ｌ２制御情報を伝送す
ることを特徴とする請求項１６に記載の装置。
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